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岩手県岩泉町議会

シリーズ

　いわいずみこども園で０歳児の担任をもつ
吉田侑

ゆう

子
こ

さん（24歳）です。福島県郡山市
の出身で、地域おこし協力隊として４月に着任。
　お試しプログラム（２泊３日の滞在・体験）
で移住を決意。子どもたちがかわいいと笑顔
がはじけます。

キキララッッとと光光るる人人 ❸

P2	 コロナ５類へ移行
	 わたしたちのやりたいこと
P6	 2050年　CO2の排出量実質ゼロに向け
P10	 町の考えを問う（4議員が一般質問）
P14	 どうなりゃんしたあの提言
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次
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
振
り
返
る

　多くの学校行事が制限されて寂しく思っていまし
た。中でも、お弁当の無い運動会はとてもショック
でした。
　日常生活に戻るのはうれしく、夏休みには旅行に
行きたいし、11 月の七頭舞発表会は多くの皆さん
に見てもらい、大成功を収めるのが目標です。

　小規模校の良さで、学年関係なくみんなで
遊んだり共同作業できていたのが、感染防止
のために制限しなければならなかったことを
子どもたちに申し訳なく思っていました。
　各行事も平常に戻り、子どもたちには元気
で活発に取り組んでほしいし、コロナ期の影
響なく成長していってほしいです。

　規制が緩和され、岩泉球場でも３年ぶりに少年（学
童）野球大会の開会式が開催され、2000 人近い人
が来場。議員も役員や審判員として参加し、大会を
盛り上げてくれました。
　議員の各行事への参加は心強く感じます。議会に
は、町が元気になる誘客対策をお願いします。

金澤　凜
りん

さん
（小本・中２）

左から　工藤マシューくん、後藤惺
せ

南
な

くん、内村陽
はる

來
く

くん、狩野龍
りゅう

剛
ご

くん（左４人・岩泉小６年）、
四垂琉

りゅう

晴
せい

くん（小川小６年）

小林　幸
こう

平
へい

さん
（岩泉・75歳）

三上　貴
たか

史
ふみ

さん
（小川小教員・38歳）

赤松　桃
もも

子
こ

ちゃん
（小川・６歳）

　町内の行事は元に戻りつつあ
ると感じています。私は、小本
小学校に勤務していますが、子
どもたちが社会から学ぶ機会も
元に戻るといいなと思います。
　活動が制約される期間が長
く、これまで我慢してきた分、
友達や地域の人と交流し、たく
さん感じて学んでほしいです。

　お友達の顔がちゃんと見えな
かったり、息が苦しいから、ずっ
とマスクを付けているのが嫌で
した。
　コロナの時はお母さんと一緒
に遠足に行けなかったので、今
度は一緒に行きたいです。

　去年は、６年生がいないチーム
を５年生が引っ張ってきました。
６年生になって、６月の大会では
県ベスト８になりました。
　次の県大会では勝ち進んで、み
んなで泊まりたいです。

　中学校の修学旅行は、ディズニーランドに行けず、すごく悲しかっ
たです。
　高校生活も最後の年。卒業までに、家族や友達と思いっきり旅行
に行きたいです。

佐々木　公
きみ

恵
え

さん
（小本）

一本柳美
み

空
そら

さん・山﨑美
み

月
づき

さん・山下茜
あか

音
ね

さん
（岩泉高校３年生）

わたしたちのわたしたちの
やりたいことやりたいこと

　５月８日、新型コロナウイルス感染症の法律
上の位置付けが５類感染症に移行。これまでの
ような行動制限は求められなくなり、マスク着
用などの感染対策は個人の判断になりました。
　制限が緩和され、町の皆さんがやりたいこと、
町や議会に望むことなどを聴きました。町が元気になる

誘客対策を願う

友達や地域と
交流し学びを

高校生活ラスト
旅行に行きたい

子どもたちが
元気で活発に

お母さんと一緒に
遠足へ行きたいな

七頭舞発表会を
大成功させるぞ

大
会
を
勝
ち
進
ん
で
、
み
ん
な
で
泊
ま
り
た
い

インタビューインタビュー
ぴーちゃんぴーちゃん
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次
は
、
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　一番大変だった感染予
防対策。全てが経験のな
いことで、どう対応すべき
か手探り状態の日々。宿
泊客が激減する中、町の
宿泊助成や全国旅行支援
などのさまざまな取り組
みでどうにかコロナ禍を切
り抜けられたと思います。

まま ちち 声声のの

宿泊助成などで
切り抜けられた

新
型
コ
ロ
ナ
を
振
り
返
る

３
年
間
の
対
策
と
成
果
は

コロナ対応地方創
生臨時交付金の事
業実績と効果検証

2年度

3年度

【２年９月～】
町立小中学校校内通信ネットワークを整備
　各学校でタブレット端末や情報通信ネットワー
クなどの情報手段を活用するため整備。
購入台数
　小学校：児童用 256 台、先生用 40台
　中学校：生徒用 164 台、先生用 40台
事 業 費：32,000 千円
　在宅でのオンライン学習支援などが可能に

【２年７月～】　中小企業者継続支援金を支給
　売り上げが減少した法人に30万円、個人に20万円を給付。
給 付 額：47,200 千円　　給付件数：236 事業者
　事業者の経営維持が図られた

【３年４月～】　　　ワクチン接種を実施
　新型コロナウイルス感染症の予防接種は、市町村で行うことに
なり、速やかにワクチン接種ができるよう体制を整備。
事　業　費：３年度　121,220 千円

：４年度　 62,373 千円
接種の状況　※４年３月末時点
・12歳以上
　４回目接種者数　4,094 人
　　　　　計画数　5,006 人� 接種率　81.8%
・小児（５歳～11歳）
　３回目接種者数　177 人
　　　　　計画数　336 人� 接種率　52.7%
・乳幼児（６カ月～４歳）
　３回目接種者数　32人
　　　　　計画数　148 人� 接種率　21.6%
　大規模接種の実施で、効率的な接種率の向上につな
がった

【４年１月～】　米価下落に緊急支援
　外食産業の主食用米の消費需要が落ち込み、県産米の
JA概算払い額が大幅に下落。農協に出荷している生産者
に 30㌕当たり 500 円を交付。
給 付 額：2,167 千円
交付実績：25人　130,050㌕（4,335 袋）
　米生産農家の営農継続が図られた

町内飲食店の
消費拡大事業

【３年11月～４年２月】
実績額 13,074 千円
クーポン券 5,000 円分を
2,500 円で販売
【４年９月～２年２月】
実績額 10,388 千円
クーポン券 5,000 円分を
3,000 円で販売

【３年４月～12月】
宿泊事業者へ支援

　１人当たり5,000円を上限に最大２泊まで助成。
1,000円分の商品券配布。
実 績 額：26,031 千円
実績件数：4,436 人泊
　観光客の誘客で、宿泊事業者などの売り上
げ貢献や経営維持が図られた

【２年５月】
特別定額給付金を支給

　迅速かつ的確に家計への支援を行うために 1
人当たり 10万円を支給。
給付金額：897,900 千円
給付件数：4,378 件
対象件数：4,391件（R2.4.27現在の世帯数）

給付率　99.85%

【２年７月～３年３月】
宿泊事業者へ緊急対策支援

(コロナゼロ宿泊助成）
　誘客対策として、観光客１人当たり 5,670 円
を上限に最大２泊まで助成。1,000 円分の商品
券配布。
実 績 額：21,277 千円
実績件数：3,190 人泊

下
しも

田
だ

　良
よし

彦
ひこ

さん
（岩泉・67歳）

　町民と行政の皆さんにご協力いただ
きスムーズにワクチン接種を行うこと
ができました。
　徐々に日常が戻ってきています。こ
のまま収束することを期待しています。

まま ちち 声声のの
皆さんの協力で
スムーズな接種

髙橋　太郎医師
（39歳）

元
年
12
月　

�

世
界
最
初
の
新
型
コ
ロ

ナ
の
症
例

２
年
１
月　

�

日
本
国
内
で
初
め
て
感

染
確
認

　
　
３
月　

�

町
内
小
中
学
校
臨
時
休

業
（
９
日
～
春
休
み
開

始
日
）

　
　
　
　
　

�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延

期
決
定

　
　
４
月　
緊
急
事
態
宣
言
発
令

　
　
　
　
　

�（
埼
玉
・
千
葉
・
東

京
・
神
奈
川
・
大
阪
・

兵
庫
・
福
岡
）

　
　
　
　
　

�

緊
急
事
態
宣
言
追
加
発

令
（
全
国
に
拡
大
）

　
　
５
月　

�

特
別
定
額
給
付
金
申
請

受
付

　
　
７
月　
県
内
で
初
感
染
者
発
生

　
　
　
　
　

�

町
民
全
員
へ
マ
ス
ク
を

配
布

　
　
11
月　
県
内
で
初
死
亡
者
発
生

３
年
２
月　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

国
内
接
種
開
始

　
　
４
月　
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

　
　
６
月　

�

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

　
　
７
月　

�
ワ
ク
チ
ン
大
規
模
接
種

実
施

　
　
　
　
　
デ
ル
タ
株
の
県
内
確
認

　
　
８
月　
岩
手
緊
急
事
態
宣
言

　
　
　
　
　

�

重
点
区
域
内
（
盛
岡
市

全
域
）
の
飲
食
店
な
ど

へ
営
業
時
間
短
縮
要
請

　
　
11
月　
い
わ
て
の
食
応
援
事
業

　
　
　
　
　
い
わ
て
旅
応
援
事
業

４
年
１
月　

�

県
内
で
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
市
中
感
染
確
認

　
　
　
　
　
岩
手
緊
急
事
態
宣
言

　
　
７
月　

�

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ｂ
Ａ
・

５
系
統
の
県
内
確
認

　
　
　
　
　
県
内
で
の
感
染
急
拡
大

　
　
９
月　

�

い
わ
て
陽
性
者
登
録
セ

ン
タ
ー
の
設
置

５
年
３
月　

�

マ
ス
ク
の
着
用
の
考
え

方
の
見
直
し

　
　
５
月　
５
類
感
染
症
へ
の
移
行

令
和

第３波第5波第６波第7波
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　再生可能エネルギー（再エネ）とは、太陽光、
水力、風力、地熱、バイオマスなど、地球資源
の一部など自然界に常に存在するエネルギー。

　石油、石炭、天然ガスなどの化石燃料、ウラ
ンを使用する原子力などのエネルギー。埋蔵量に
限りがある。

＊枯渇しない
＊どこにでも存在する
＊二酸化炭素を排出しない
　（増やさない）

対義語：枯渇性エネルギー

　ＣＯ２を全く排出しないという意味ではありま
せん。
　森林など植物が吸収する量を
差し引きます。
　「排出量を減らす」＋「植林や
森林管理などでＣＯ２の吸収量
を増やす」取り組みが必要です。

（※１） 再生可能エネルギーとは？

特　徴

主な理由は２つ。
◆�地球温暖化による気候変動を食い止めるため
◆化学燃料などの資源がなくなるため
　地球温暖化による台風や洪水などの自然災害
の被害が、世界中で拡大しています。地球温暖
化の原因となる温室効果ガス（ＣＯ２など）を削
減する取り組みが世界全体で推進されています。

どうしてＣＯ２の排出量ゼロを目指すの？

（※２） ＣＯ２排出量実質ゼロとは？

定例会のあらまし

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例

会
で
中
居
健
一
町
長
が
宣

言
し
た
「
２
０
５
０
年
二

酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
（
※
２
）」。
将
来
の
世

代
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

持
続
可
能
な
経
済
社
会
を

つ
く
る
た
め
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
導

入
す
る
推
進
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　
内
容
は
、
基
礎
資
料
調

査
の
実
施
な
ど
大
き
く
３

つ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
計
画
は

無
く
、
今
回
の
計
画
策
定

で
本
格
的
に
推
進
し
て
い

く
考
え
で
す
。

　
委
託
事
業
者
の
選
定
方

法
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
（
提
案
書
を
提
出
さ
せ

最
適
な
提
案
者
を
選
ぶ
）

を
予
定
。
７
月
か
ら
12
月

ま
で
の
委
託
で
、
事
業
費

は
１
０
５
５
万
５
千
円
。

【
関
連
９
㌻
】

　
５
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
６
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
４
人
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
（
質
問
の
内
容
な
ど
は
10
㌻
か
ら
12
㌻
ま
で
）。

　
任
期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会
委
員
７
人
の
任
命
に
同
意
。

　
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

に
向
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
※
１
）
推
進
計
画
を
策

定
す
る
た
め
の
補
正
な
ど
９
議
案
を
全
て
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

定例会のあらまし定例会のあらまし

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

計
画
策
定
で
本
格
推
進

◆
基
礎
資
料
調
査
の

実
施

　
地
域
の
特
性
や
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
把
握

◆
意
向
調
査
の
実
施

　
脱
炭
素
に
向
け
た
住

民
や
事
業
所
な
ど
へ
の

意
向
調
査

◆
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
推
計
、
将
来
目

標
の
設
定
を
検
討

　
２
０
５
０
年
脱
炭
素

へ
の
将
来
設
計
、
推
計

シ
ナ
リ
オ
の
検
討
、
検

討
委
員
会
の
開
催

再
エ
ネ
推
進
の
内
容

2050 年
ＣＯ２の排出量

実質ゼロゼロに向け

おしえて  おしえて  ぴーちゃんぴーちゃん

太陽光発電太陽光発電

水力発電水力発電

風力発電風力発電

農業委員会委員
7人の任命同意

派遣職員の紹介　～応援に感謝～

　農業委員会委員の任期が７月 19日をもって
満了することに伴い、７人の委員を任命するこ
とに同意しました。
　任期は３年間で、委員は次のとおりです。
合　砂　哲　夫さん（安家・67歳）
工　藤　幸　雄さん（下有芸・73歳）
三田地　泰　正さん（岩泉・73歳）
早　川　ケン子さん（袰綿・78歳）
武　田　　　健さん（中里・64歳）
鎌　田　和　美さん（岩泉・42歳）
畠　山　利　勝さん（釜津田・62歳）

　社会福祉士の資格を持ち、
子育て支援や総合相談など担
当します。
（派遣期間：５月１日～６年３月31日）

復興庁　復興支援員　　竹
た け

　前
ま え

　雅
の り

　子
こ

さん

　地域でお困りのこと、生きづ
らさを感じている人のお力にな
れればと思っています。

町営住宅惣畑第１団地改修工事契約など可決
【工事契約】
▽工事名　町営住宅惣畑第１団地改修工事
　金　額　5,830 万円
　請負者　㈱西倉工務店
【財産の取得】
▽小型動力ポンプ付き積載車　２台
　金　額　2,574 万円
　契約の相手方　互光商事㈱
　配備先　第５分団第２部、第７分団第２部１班

築 28 年の町営住宅惣畑第１団地

役場分庁舎に設置されている太陽光パネル

次
は
、
女
性
専
用
施
設
を
整
備

会議録
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商　
工
販売開始を早められないか
予約方式のため８月以降に

防　災

環　境

観　光
改
修
で
勤
務
で
き
る
人
数
は

再
エ
ネ
計
画
の
目
標
は

参
加
料
無
料
に
で
き
な
い
か

女
性
消
防
士
が
最
大
で
３
人

環
境
と
経
済
面
に
波
及

旅
行
商
品
化
が
目
的
で
有
料

希望者全員が購入できるよう予約方式になります

まま ちち 声声のの
商品券の発行は
毎年してほしい

八重樫教
きょう

子
こ

さん
（岩泉）

　自然の中で遊ぶことはあって
も、生き物を捕まえて色々調べ
るといった機会はなかなかあり
ません。しかも親子で学習でき
るなら参加してみたいですね。

　大型店が進出して、価格や品ぞろえ
などでは対抗できません。龍ちゃん商
品券が発行されると売り上げは確実に
伸びます。毎年実施してもらいたいです。

三浦美
み な み

渚湖さん（小本）
颯
はや

士
と

くん・想
そう

太
た

くん・
柚
ゆず

花
か

ちゃん（8歳・10歳・5歳）

条例補正予算審査特別委員会条例補正予算審査特別委員会

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
事
業
の
委

託
業
者
は
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
目
的
物
に
対
す
る

企
画
提
案
書
を
提
出
さ
せ

る
）
を
採
用
す
る
。
実
績

が
あ
り
、
経
験
値
や
将
来

的
な
推
計
な
ど
構
想
の
提

案
が
で
き
る
業
者
を
選
定

し
た
い
。

グ
リ
ー
ン
社
会
（
※

１
）
の
実
現
に
向
け

て
、
町
と
し
て
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
の
か
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
を
地
域
で

で
き
な
い
か
。
環
境
分
野次

は
、
町
の
考
え
を
問
う

消防署

女
性
専
用
施
設
を
整
備

５
年
度
設
計
、
６
年
度
に
増
築
予
定宮古消防署で活躍する本町小川出身の上

かみ

家
いえ

利
り な

菜消防士

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
和
彦

委
員
長
）
は
６
月
13
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
３
件
、

補
正
予
算
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
岩
泉
消
防
署
に
女
性
専
用
施
設
を
増
築
整
備
す
る

た
め
の
設
計
業
務
委
託
料
の
増
額
補
正
な
ど
全
て
の

議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
同
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く

つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

女
性
専
用
の
施
設
庁

舎
改
修
の
設
計
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
工
事

費
も
含
め
る
と
ど
の
程
度

に
な
る
か
。

岩
泉
消
防
署
の
建
物

内
部
の
改
修
は
困
難

と
の
こ
と
で
増
築
の
方
向

で
検
討
し
て
き
た
。
令
和

６
年
度
の
建
設
工
事
に
向

け
て
、
今
回
の
補
正
で
設

計
委
託
２
１
０
万
円
を
計

上
。
実
施
設
計
も
含
め
約

２
６
０
０
万
円
の
見
積
も

り
で
あ
る
。

改
修
に
よ
り
女
性
消

防
士
が
何
人
勤
務
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
。

最
大
で
女
性
職
員
３

人
勤
務
可
能
と
な
る
。

職
員
の
定
数
は
女
性

３
人
が
配
置
に
な
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
か
。

定
数
は
変
わ
ら
な
い
。

＊
現
在
、
宮
古
広
域
（
宮

古
・
山
田
・
岩
泉
・
田
野

畑
）
で
は
、
女
性
消
防
士

が
８
人
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
専
用
施
設
が
あ
る

の
は
宮
古
消
防
署
、
山
田

消
防
署
、
宮
古
消
防
署
新

里
分
署
の
３
施
設
。
各
３

人
女
性
職
員
が
宿
直
可
。

答 問

答 問答 問

まま ちち 声声のの
親子で学習
参加したい

　消防士のみならずあらゆる分野での
女性の活躍が期待されると思います。
　これを機に、性別に関係なく消防団
の新入団員が増えてくれるといいです
ね。

畠山　二
つぎ

勇
お

さん
（大川・70歳）

まま ちち 声声のの
あらゆる分野で
女性の活躍期待

　議決された議案
の一覧は町のホー
ムページで確認で
きます。

町
内
消
費
購
買
拡
大

事
業
（
龍
ち
ゃ
ん
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
）
は
町

民
が
望
ん
で
い
る
。
販
売

開
始
を
７
月
か
ら
に
早
め

ら
れ
な
い
か
。

希
望
者
が
全
員
購
入

で
き
る
よ
う
に
予
約

方
式
で
の
販
売
を
考
え
て

い
る
。
７
月
中
旬
ま
で
申

し
込
み
を
受
け
付
け
、
そ

の
後
引
換
券
を
郵
送
し
、

８
月
１
日
以
降
に
商
品
券

と
引
き
換
え
と
な
る
手
順

で
あ
る
。

１
人
何
セ
ッ
ト
ま
で

購
入
可
能
か
。

１
セ
ッ
ト
が
１
万
２

千
円
分
を
１
万
円
で

販
売
。
１
人
に
つ
き
５

セ
ッ
ト
ま
で
と
考
え
、
案

内
・
周
知
し
て
い
く
。

引
換
券
と
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
交
換
場

所
は
。販

売
場
所
、
取
り
扱

い
は
岩
泉
商
工
会
と

各
支
所
で
行
う
。

答

答答

問

問問

を
守
り
な
が
ら
、
二
酸
化

炭
素
排
出
権
（
※
２
）
が

町
の
利
益
に
な
ら
な
い
か

を
含
め
て
計
画
し
て
い
き

た
い
。最

終
的
に
発
電
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り

出
す
業
者
は
ど
こ
を
想
定

し
て
い
る
か
。

地
産
地
消
と
い
う
部

分
で
、
町
内
で
つ
く

り
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

町
民
に
分
け
て
い
く
、
地

域
新
電
力
の
よ
う
な
形
を

模
索
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

環
境
省
が
行
う
脱
炭

素
先
行
地
域（
※
３
）

の
選
定
は
、
こ
の
推
進
計

画
が
な
け
れ
ば
採
択
さ
れ

な
い
の
か
。

先
行
地
域
と
し
て
手

を
挙
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
計
画
づ
く
り
と
具

体
的
な
事
業
が
見
え
て
こ

な
け
れ
ば
難
し
い
。
引
き

続
き
、
調
査
し
取
り
組
ん

で
い
く
。

答 問

答 問

答 問

答 問

（※１）環境負荷の低減と経済成長の両立する社会
（※２）�温室効果ガス（CO２など）の排出量を抑制するため、企業などにCO２排出量の上限枠（排出権）を割り

当て、上限より少なかった企業は、上限を超過した企業に対し排出権の余剰分を売ることができる制度
（※３）環境省が選定し地域の特性に合わせて脱炭素社会の実現に向けて先行的に実現をしていく地域。

龍
泉
洞
園
地
親
子
体

験
学
習
の
委
託
先
は
。

地
域
包
括
協
定
を
締

結
し
た
㈱
モ
ン
ベ
ル

協
力
の
下
、
岩
泉
観
光
ガ

イ
ド
協
会
へ
委
託
す
る
。

龍
泉
洞
園
地
で
体
験

学
習
で
き
る
良
い
企

画
で
あ
る
。
参
加
無
料
に

で
き
な
い
か
。

検
討
し
た
が
、
目
的

は
旅
行
商
品
化
を
図

る
こ
と
。
モ
ン
ベ
ル
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
差
し
上

げ
有
料
と
す
る
。
今
後
、

収
入
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

有
料
へ
の
反
応
も
見
た
い
。

答

答

問問
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町の考えを問う 町の考えを問う

千葉　泰彦議員

問　

２
次
・
３
次
産
業

は
、
生
産
年
齢
人
口
（
※

１
）
若
年
層
の
受
け
皿
。

そ
の
地
消
地
産
策
は
。

町
長　
地
域
経
済
で
生
産

さ
れ
た
付
加
価
値
が
、
地

域
内
で
消
費
や
投
資
へ
と

循
環
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
、
町
内
経
済
団
体
と
連

携
し
進
め
る
。

問　
町
の
予
算
の
ど
れ
位

が
町
内
事
業
者
の
仕
事
か
。

町
長　
３
年
度
決
算
で
義

務
的
経
費（
※
２
）と
基
金

積
立
金
な
ど
を
除
く
支
出

総
額
は
56
億
円
。
う
ち

53
％
、
29
億
８
千
万
円
が

町
内
事
業
者
向
け
で
あ
る
。

問　
岩
泉
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
は
昨
年
度
年
間
売

り
上
げ
20
億
円
を
達
成
。

町
内
経
済
へ
の
波
及
効
果

と
成
長
戦
略
は
。

町
長　
売
り
上
げ
原
価
14

億
円
の
う
ち
６
億
２
千
万

円
が
町
内
へ
の
経
済
効

果
。
雇
用
者
数
は
１
１
２

人
で
人
件
費
３
億
９
千
万

円
。
今
後
も
地
域
資
源
の

活
用
と
６
次
産
業
化
に
取

り
組
む
。

問 ２ 次 ３ 次産業の地消地産は
答 経済団体とも連携し進める

一
般
質
問

一般質問全文は、
町ホームページで
公開しています。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

定
住
化生

か
せ
人
材協

力
隊

坂本　昇議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
状
況
を
町
民
に
知

ら
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

町
長　
３
年
２
月
に
活
動

報
告
会
を
開
催
。そ
の
後
、

コ
ロ
ナ
禍
で
広
報
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
の
紹
介
に
変

更
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
５
類

へ
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、

対
面
方
式
で
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
隊
員
の
定
住
化
に
向

け
た
支
援
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
空

き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
や

町
営
住
宅
を
活
用
す
る
な

ど
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問　
隊
員
が
活
動
を
通
し

て
気
付
い
た
意
見
を
活
用

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
毎
月
の
個
別
面
談

や
情
報
共
有
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
で
意
見
交
換
し
て

お
り
、
外
部
目
線
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
提
言
を
今
後
の

施
策
立
案
に
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

問 協力隊の活動報告を
答 対面方式で行いたい

使
う
な
ら

町
の
お
金
は町

内
で

一般質問・答弁
全文はこちらから

無
償
化
で

絆
深
ま
る食

の
時

問 

給
食
費
の
無
償
化
を

答 

引
き
続
き
検
討
す
る

問　
物
価
高
騰
や
電
気
料

金
の
値
上
げ
に
よ
る
、
子

育
て
世
帯
へ
の
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
。

　
宮
古
市
で
も
４
月
か
ら

林﨑竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

畠
はたけ

山
や ま

　和
か ず

英
ひ で

 議員 （12㌻）

　
一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、

事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑

問
を
た
だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
課
題
へ

の
提
言
や
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
（
10
㌻
か
ら

12
㌻
）
を
登
壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町民へ活動の紹介を（３年２月報告会の様子）

給食費の無償化をスピードアップで

復興事業も終盤。新たな事業機会の創出が必要

小
中
学
校
の
給
食
費
を
完

全
無
償
化
。
宮
古
下
閉
伊

地
区
で
有
料
は
本
町
の
み

で
、
無
償
化
へ
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

教
育
長　
国
が
６
月
１
日

に
公
表
し
た
「
こ
ど
も
未

来
戦
略
方
針
」の
素
案
に
、

小
中
学
校
で
の
給
食
の
実

施
状
況
や
地
方
自
治
体
の

無
償
化
の
現
状
を
全
国
規

模
で
実
態
調
査
す
る
こ
と

な
ど
盛
り
込
ま
れ
、
現
在

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
物
価
高
騰
が
続
く
社
会

情
勢
の
中
で
、
小
中
学
校

の
給
食
費
の
無
償
化
は
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
な
る
。
少
子

化
対
策
や
移
住
定
住
の
促

進
な
ど
、
町
の
重
要
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
に

資
す
る
支
援
策
の
一
つ
で

あ
る
。
引
き
続
き
給
食
費

の
無
償
化
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
く
。

坂
さ か

本
も と

　　昇
のぼる

 議員 （10㌻）
◆協力隊の活動報告を
その他の質問
＊教育長の所信

千
ち

葉
ば

　泰
や す

彦
ひ こ

 議員 （11㌻）
◆ 2次 ３次産業の地消地産は
その他の質問
＊コミュニティ・スクールの運営

林
はやし

﨑
ざ き

竟
きょう

次
じ

郎
ろ う

 議員 （11㌻）
◆給食費の無償化を
その他の質問
＊中小事業者への支援　＊農林漁業者への支援

◆教育振興施策をどう描く
その他の質問
＊教育長の教育行政基本方針　＊町教育行政課題への対応
＊歴史民俗資料館の役割　＊岩泉高校で山村留学の実施

（※１）�生産活動の中心となる年齢層の人口のことで、日本では15～ 64歳の人口が該当する。
（※２）�歳出のうち、その支出が義務づけられ、簡単に削減することができない経費：人件費、

扶助費、公債費
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町の考えを問う

協力隊の活動に
生かすため傍聴

袰
岩
教
育
長
の

考
え
を
問
う
。

　
６
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
６
人
で
し
た
。
傍

聴
さ
れ
た
谷
田
川
さ
ん
か
ら
感
想
や
議
会
・
町
に
対

す
る
声
を
聴
き
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
声

谷
や
田
た
川
がわ
雅
まさ
基
き
さん

（小川・31歳）

生
き
る
力

知
・
徳
・
体
力

教
育
力

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
教
育
長
は
教
育
振
興

施
策
を
ど
う
描
く
か
。

教
育
長　
学
校
教
育
で
は
、

自
然
・
環
境
教
育
と
地
域

学
習
に
力
を
注
ぐ
。
成
人

教
育
・
生
涯
学
習
で
も
自

然
や
歴
史
、
文
化
を
再
発

見
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
岩
泉
を
愛
せ
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
本
町
は
森
林
・
林
業

の
町
。
森
林
環
境
教
育
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
森
林
と
の
ふ
れ

あ
い
・
林
業
体
験
学
習
の

導
入
は
、
実
施
し
て
い
る

学
校
な
ど
中
心
に
引
き
続

き
支
援
し
て
い
く
。
全
校

で
の
実
施
は
、
現
況
把
握

を
行
い
今
後
の
展
開
を
考

え
て
い
く
。

問　
町
独
自
の
給
食
費
無

償
化
を
考
え
る
時
期
で
は

な
い
か
。

教
育
長　
給
食
費
無
償
化

は
、
学
校
給
食
法
の
趣
旨

や
町
の
財
政
状
況
を
鑑
み

慎
重
に
検
討
を
進
め
て
き

た
。経
済
的
負
担
の
軽
減
、

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策

の
一
つ
と
な
る
。
引
き
続

き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問 教育振興施策をどう描く
答 自然環境教育に力を注ぐ

森林環境教育の推進を
（釜津田小：自然森林愛護少年団）

　谷田川さんは５年４月か
ら地域おこし協力隊として
活動しています。

－

傍
聴
の
き
っ
か
け
は

　
今
、
町
の
中
で
ど
ん
な

問
題
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
。
そ
う

い
っ
た
情
報
を
得
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

に
生
か
し
た
い
と
思
い
来

ま
し
た
。

－

傍
聴
し
た
感
想
は

　
緊
張
感
の
あ
る
中
で
議

論
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
と
議
会
の
情
報
発
信

の
場
で
も
あ
る
と
思
う
の

で
、
も
っ
と
多
く
の
町
民

が
傍
聴
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

－

議
会
や
町
政
に
対
す

る
要
望
は
あ
り
ま
す
か

　
多
く
の
人
が
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
町
の
皆
さ
ん

に
寄
り
添
い
、
声
が
伝
わ

る
議
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

－

地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
の
抱
負
は

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と

深
く
関
わ
り
、
広
く
地
域

お
こ
し
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
の
軽
減
や
ジ

ビ
エ
に
も
興
味
が
あ
り
、

資
格
取
得
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
傍
聴
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
く
、
た
く
ま
し
く

成
長
で
き
る
環
境
整
備

　
第
一
に
、
自
然
豊
か
な

こ
の
岩
泉
町
で
、
明
る
く

元
気
で
素
直
に
育
っ
て
い

る
児
童
生
徒
一
人
一
人
が

楽
し
く
学
び
、
心
身
と
も

に
た
く
ま
し
い
人
間
と
し

て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
教
育
環
境
の
整

備
・
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
の

働
き
方
改
革
を
進
め
る

　
ま
ず
は
「
岩
泉
町
未
来

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
や
「
岩

　
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
４
月
に
着
任
し

た
袰
岩
千
裕
教
育
長
へ
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
員
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

泉
町
教
育
振
興
基
本
計

画
」
に
掲
げ
る
施
策
を
着

実
に
推
進
す
る
。併
せ
て
、

学
校
現
場
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
教
育
委
員
会
事
務
局
内

の
働
き
方
改
革
を
進
め
た

い
。

　
職
員
が
余
裕
を
持
っ
て

楽
し
く
仕
事
で
き
る
職
場

環
境
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
学
校
や
町
民
へ
の
き

め
細
か
な
対
応
に
つ
な
が

る
。
さ
ら
に
は
、
学
校
が

子
ど
も
一
人
一
人
を
大
切

に
指
導
し
て
い
く
こ
と
や

町
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
考
え

る
。
小
さ
な
見
直
し
か
ら

改
善
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
。

不
登
校
や
い
じ
め
対
応

関
係
機
関
が
連
携
強
化

　
学
校
教
育
は
、
学
力
の

向
上
は
も
と
よ
り
、
不
登

校
対
策
や
い
じ
め
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
、
学
校
と

家
庭
、
関
係
機
関
が
連
携

し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）

の
取
り
組
み
の
充
実
、
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
や
学
校
保

健
会
な
ど
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
く
。

変
化
の
激
し
い
社
会

生
き
抜
く
力
を
育
む

　
予
測
が
難
し
く
、
変
化

の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
適
合
し
、
生
き
抜
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
児
童
生
徒
一
人
一
人

が
、
将
来
の
夢
や
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

力
を
育
む
教
育
を
推
進
し

て
い
く
。

　
町
の
教
育
振
興
基
本
目

標
で
あ
る
「
一
人
一
人
が

学
び
、
郷
土
を
愛
す
る
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人

づ
く
り
」
の
具
現
化
に
向

け
て
、
一
歩
一
歩
着
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

袰
ほろ

岩
いわ

　千
ち

裕
ひろ

　教育長

毎朝、岩泉小の正門前で子どもたちを迎える教育長

プロフィール
1954 年岩泉町出身。80 年青山学
院大文学部教育学科卒業。83年九
戸村立伊保内小学校教諭。町村教育
委員会社会教育主事、教育事務所、
教頭、校長などを歴任。2022 年
10 月岩泉町地域おこし協力隊を経
て 23年 4月から教育長

次
は
、ど
う
な
り
ゃ
ん
し
た
…
あ
の
提
言
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質問のその後

　議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されているのか。これまでの質問
などから一部を取り上げ、その後どうなったか追跡します。

こども園

保
育
料
の
無
償
化
を

５
年
７
月
か
ら
無
償

在
宅
子
育
て
を
支
援

児
童
１
人
に
月
１
万
円

現
物
給
付
を

18
歳
ま
で
拡
大

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

�

【
一
般
質
問
】

保
育
料
な
ど
を
完
全

無
償
化
し
、
町
内
外

に
「
子
育
て
に
全
力
で
取

り
組
む
町
」
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
。

保
育
料
の
無
償
化
や

在
宅
育
児
世
帯
の
支

援（
※
次
㌻
）も
検
討
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ

る
よ
う
取
り
組
む
。

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会

�

【
条
例
改
正
】

５
年
７
月
か
ら

　
町
立
認
定
こ
ど
も
園
の

保
育
料
（
０
歳
児
か
ら
２

歳
児
ま
で
）
を
無
償
化
す

る
条
例
改
正
案
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
子
ど
も
の
保

育
料
が
無
償
と
な
り
ま
す
。

※�

特
別
保
育（
休
日
保
育
、

預
か
り
保
育
、
時
間
外

保
育
、
延
長
保
育
、
一

時
保
育
）
利
用
の
保
育

料
は
か
か
り
ま
す
。

保育料の
無償化

答 問＊
３
歳
以
上
児
の
保
育
料

は
、
令
和
元
年
10
月
か
ら

国
の
制
度
で
無
償
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま

で
の
保
育
料
は
、
こ
ど
も

園
を
利
用
す
る
子
ど
も
の

人
数
が
複
数
の
場
合
や
住

民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
は

軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

保育料の完全無償化で子育てをバックアップ

　
６
月
定
例
会
で
は
、
保
育
料
の
無
償
化
の
ほ
か
、

い
く
つ
か
の
子
育
て
支
援
策
を
可
決
し
ま
し
た
。
主

な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

在宅保育

医療費助成

給食費

　
在
宅
で
子
育
て
を
行
う

世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
し
、子
ど
も
を
安
心

し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
多
様
な
保
育
環
境

を
つ
く
る
た
め
、在
宅
子
育

て
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

＊
支
給
対
象
者（
７
月
～
）

①�

町
内
に
住
所
を
有
す
る

（
住
民
登
録
を
し
て
い

る
）
こ
と
。

②�

生
後
８
週
間
を
超
え
る

未
就
学
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
こ
と
。

③�

こ
ど
も
園
を
利
用
し
て

い
な
い
こ
と
。

④�

生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
な
い
こ
と
。

＊
給
付
の
額

　
児
童
１
人
に
つ
き
月
額

１
万
円

＊
支
給
方
法

　
年
３
回
・
各
４
カ
月
分

まま ちち 声声のの
在宅の支援は
とても助かる

卯
う な ね ぐ ち

名根口加奈子さん
咲
さあや

絢ちゃん
（袰綿・31歳、１歳）

　在宅保育の支援は、とても助か
ります。子育てはいろいろ出費がか
さむので、月１万円の支援は大切
に使わせていただきます。

高騰する食材
一部を公費で

　４人の子どもを育てています。給食
費の負担は結構家計に響きます。物価
高騰に対応した給食食材の支援はとて
も助かります。 川原　明

あき

子
こ

さん
（尼額・37歳）

まま ちち 声声のの
給食費の負担は
家計に響きます

栄養を満たした給食の提供を

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
学
校
給
食
用
食

材
の
一
部
を
公
費
で
購

入
。
栄
養
・
質
・
量
を
満

た
し
た
安
全
安
心
な
学
校

給
食
を
提
供
し
、
給
食
費

の
増
額
抑
制
で
保
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
。

　
医
療
費
助
成
の
現
物
給

付
の
対
象
を
、
８
月
か
ら

高
校
生
な
ど
ま
で
拡
大
し

ま
す
。

　
現
物
給
付
と
は
、
医
療

機
関
を
受
診
し
た
際
、
世

帯
の
所
得
に
応
じ
た
受
給

者
負
担
額
の
み
支
払
え
ば

診
察
や
治
療
、
投
薬
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
高
校
生
な
ど

は
、
医
療
保
険
で
の
自
己

負
担
額
を
一
旦
支
払
い
、

２
、
３
カ
月
後
に
町
か
ら

払
い
戻
し
さ
れ
て
い
ま
し

た
（
償
還
払
い
）。

　医療費の立て替えが不要になり、手間
が省け助かります。もう少し早ければな
と…。
　特に高校生は、他の費用もかかるので、
健康に気を付けて過ごしてほしいです。

三上加那子さん
（二升石・44歳）

まま ちち 声声のの
立て替え不要
手間が省ける

学校給食費１食あたり
区分 給食費 増加額
小学生 260円 33 円
中学生 290円 37 円
高校生 260円 33 円

ここを公費で

　保育料の無償化を初めて聞きまし
た。家計の経費が軽減され、より安心
して子育てができます。
　町にはたくさんの子育て支援があり
感謝しています。

小
原　
百も

も
え恵
さ
ん

（
岩
泉
・
36
歳
）

紗さ

や弥
ち
ゃ
ん
（
1
歳
）

紗さ

き季
ち
ゃ
ん
（
7
歳
）

紗さ

な奈
ち
ゃ
ん
（
４
歳
）

まま ちち 声声のの
家計の経費
削減で安心

　

育
児
休
業
給
付
金

（
公
務
員
は
育
児
休
業

手
当
金
）
を
受
給
し
て

い
る
期
間
を
除
き
ま
す
。

　詳しくは、役場町民課国保年金
室（☎22-2111内線 224・ぴー☎
00-0224）へ問い合わせてください。

受給者証が変わります
5年８月1日～
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編
集
後
記

編
集
後
記

▽
６
月
定
例
会
の
補
正
予

算
で
新
規
事
業
を
８
つ
可

決
。
コ
ロ
ナ
禍
と
同
時
進

行
し
た
物
価
高
騰
・
経
済

振
興
対
策
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
▽
本
号
で
は

「
コ
ロ
ナ
」
を
特
集
し
、

コ
ロ
ナ
政
策
を
点
検
、
総

括
。
一
方
で
、
町
の
皆
さ

ま
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
ご
苦
労
、
今
後
へ
の
期

待
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
は
５
類
へ
移
行
し
ま
し

た
が
、
こ
の
傷
が
癒
え
る

の
に
は
ま
だ
時
間
が
必
要
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議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
9 月� 13 日�（水）� 本会議・一般質問
� 15 日�（金）� 一般質問
� 19 日�（火）� 条例補正予算審査
� � � 本会議
� 20 日�（水）� 決算審査
� 21 日�（木）� 決算審査
� 22 日�（金）� 決算審査・本会議
	 	 	 の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

議員と語る会を開催
～10 月・11 月に６地区と分野別で～
　議員と町の皆さんとの意見交換会を、町内６地区
と分野別で 10月・11月に開催する予定です。
　議員が地域に出向き、議会活動の報告と決算の概
要など説明します。議会に対する意見、町政に対す
る提言など、皆さんの貴重なご意見を聴かせてくだ
さい。
※都合により変更する場合があります。

行政視察の受け入れ
広報広聴常任委員会

　５月 17日に、遠野市議会の広聴広報常
任委員会の皆さんが行政視察に来町されま
した。
　読まれる議会だよりにするために、住民
への取材方法や工夫する点など活発な質疑
応答になりました。

本年度初の視察受け入れ

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？という声を聞
きます。ここでは、議会や議員の主な活動状
況をお知らせします。（全日程はＱＲコードで） 議会の動き
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元岩泉町議会議長

加
か と う
藤　久

きゅうみん
民　氏（71歳）

４月
� ３日� 辞令交付式（役場）
� 26 日� 議会運営委員会（役場）
� � 第１回臨時会（議会議事堂）
� � 議員会議（役場）
５月
� ５日� 龍泉洞安全祈願祭（町内）
� 10 日� �三陸北部縦貫道路整備促進期成同盟会

総会（久慈市）
� 23 日� �全国町村議会議長会議長・副議長研修

会（東京都）
� � 宮古広域圏地域情報交換会（宮古市）
� 26 日� 岩泉商工会通常総会（町内）
６月
� ４日� 全国植樹祭（陸前高田市）
� ５日�議会運営委員会（役場）
� ８日�第２回定例会（議会議事堂）
� 13 日� 条例補正予算審査特別委員会（役場）
� � 本会議（議会議事堂）
� 18 日� 岩泉町消防団消防演習（町内）


